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一
　

序

淨
土
宗
鎭
西
派
第
八
祖
で
あ
る
酉
譽
圣
聰
（
一
三
六
六
～
一
四
四
〇（
１
））

は
、
阿
彌
陀
佛
の
淨
土
を
西
方
淨
土
の
よ
う
に
色
相
を
伴
う
淨
土
で
は

な
く
、
無
相
の
淨
土
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
凡
夫
も
そ
の
無

相
の
淨
土
に
徃
生
で
き
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
劣
⺇
の
凡
夫

で
も
無
相
の
淨
土
に
徃
生
で
き
る
と
い
う
思
想
は
圣
聰
の
思
想
的
特
徵

の
一
つ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
凡
夫
の
場
合
は
、
い
き
な
り
無
相
の
淨
土

へ
の
徃
生
を
願
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
方
便
と
し
て
の
西
方
淨
土
へ
の

徃
生
を
願
わ
せ
る
こ
と
で
、無
相
の
淨
土
に
徃
生
で
き
る
と
し
て
い
る
。

そ
の
こ
と
が
、
例
え
ば
『
當
蔴
曼
荼
羅
疏
』
卷
一
四
で
は
、
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。

佛
西
方
構
レ
土
、
衆
生
欣
二
西
方
土
一。
無
色
相
上
立
二
色
相
一
、
構
二

七
寶
國
土
一
引
二
十
方
衆
生
一。
故
、
佛
立
二
色
相
一
引
二
有
相
凡
夫
一。

凡
夫
乘
レ
相
至
二
無
生
國
一。
從
二
有
相
修
因
一
開
二
無
相
悟
一。
自
二
見

生
當
體
一
至
二
無
生
位
一。
爰
以
先
現
レ
相
、眼
令
レ
見
二
色
相
一
顯
示
、

直
令
レ
欣
二
樂
土
一。
法
藏
發
心
之
巧
・
彌
陀
果
成
之
益
、
皆
是
卽
相

不
退
利
益
也（

２
）。

圣
聰
が
、
凡
夫
の
徃
生
に
際
し
て
、
方
便
と
し
て
の
色
相
を
必
要
と

す
る
の
は
、『
大
經
直
談
要
註
記
』
卷
二
四
に
あ
る
「
眞
如
海
佛
爲
二
平

等
性
衆
生
一
可
レ
開
二

–

示
一
心
法
界
理
之
處
一。
垢
障
覆
深
凡
夫
、
以
二
自

力
一
自
己
淨
體
難
二
顯
照
一
故
、
諸
佛
無
極
慈
悲
哀
二
衆
生
迷
倒
一
示
二

–

現

法
藏
之
發
心
一
、
發
二

–

起
超
世
之
弘
願
一、
以
二
易
行
・
易
修
之
口
稱
一、
令

レ
得
二
頓
悟
・
頓
入
之
徃
生（

３
）一。」

と
い
う
記
述
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
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凡
夫
が
無
相
の
行
に
堪
え
得
る
⺇
で
は
な
い
の
で
、
色
相
に
賴
っ
て
願

生
心
を
起
こ
す
必
要
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
衆
生
自
身
の

力
で
は
、
自
己
の
持
っ
て
い
る
淨
體
と
い
う
も
の
を
知
る
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
、
諸
佛
は
そ
の
よ
う
な
衆
生
を
哀
れ
み
、
法
藏
菩
薩
の
發
心

を
示
現
し
て
徃
生
さ
せ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
圣
聰
は
西
方
淨
土
を
、「
一
心
法
界
理
之
處
」
と
い
う

無
相
の
淨
土
に
歸
入
さ
せ
る
た
め
の
方
便
と
し
て
用
い
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
圣
聰
の
設
定
す
る
淨
土
は
、
無
相
の
淨
土
と
、
色
相
の
淨
土

で
あ
る
西
方
淨
土
の
二
種
の
淨
土
を
立
て
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
淨
土
宗
で
は
、
指
方
立
相
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、

西
方
淨
土
（
色
相
の
淨
土
）
へ
徃
生
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
て
、
無

相
の
淨
土
へ
の
徃
生
は
念
頭
に
置
か
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
上
記

の
よ
う
な
、
圣
聰
の
示
す
よ
う
な
徃
生
思
想
が
成
立
す
る
に
は
、
何
か

し
ら
外
部
か
ら
の
影
響
が
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

圣
聰
の
著
作
と
さ
れ
る
『
大
原
談
義
聞
書
抄
見
聞（

４
）』

に
目
を
向
け
て

み
る
と
、「
他
力
本
願
實
體
之
邊
無
相
也
。
於
二
此
實
體
無
相
上
一
儲
二

化
用
有
相
方
便
一。
乘
二
此
化
用
一
得
二
徃
生
一
故
、
今
擧
二
化
用
邊
一
云
二
有

相（
５
）一。」

と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
の
記
述
は
、內
容
か
ら
判
斷
す
る
に
、

上
記
の
『
當
蔴
曼
荼
羅
疏
』
卷
一
四
の
記
述
と
類
似
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
『
大
原
談
義
聞
書
抄
見
聞
』
の
記
述
は
、
以
下
に
示
す
『
大
原

談
義
聞
書
鈔
』
の
記
述
に
對
す
る
註
釋
の
一
部
で
あ
る
。

淨
土
門
者
、
付
レ
之
有
二
二
義
一。
一
、
他
力
本
願
之
實
體
。
二
、
他

力
本
願
之
化
用
。

初
、
言
二
他
力
本
願
之
實
體
一
者
、
謂
佛
密
意
也
。
亦
此
佛
智
之
所

レ
照
也
。
凡
圣
衟
・
淨
土
二
門
、
共
以
二
眞
如
實
相
一
爲
二
其
體
一。

故
前
圣
衟
門
中
所
レ
明
、
無
塵
法
界
凡
・
圣
齊
圓
之
理
、
恆
沙
功

德
寂
・
用
湛
然
之
性
、
卽
是
他
力
實
體
也
。
五
智（

６
）中

佛
智
者
卽
指
二

此
理
一
也
。

次
、
他
力
本
願
之
化
用
者
、
謂
密
意
之
上
敎
門
也
。
亦
是
四
智
之

所
レ
成
也
。
極
樂
不
レ
遠
、
構
二
十
萬
億
刹
之
西
一
彌
陀
在
二
己
心
一

現
二
一
座
華
臺
之
形
一。
不
思
議
智
・
不
可
稱
智
等
者
、
指
二
此
善
巧

方
便
一
也
。

誠
以
眞
如
界
內
絶
二
生
・
佛
假
名
一、
平
等
性
中
無
二
自
・
他
差
別
一。

眞
如
非
レ
自
非
レ
他
。
而
麭
二
自
・
他
性
一
故
、
鎭
熏
二

–

習
自
・
他
一

令
レ
會
二

–

入
平
等
性
之
海（

７
）一

。

　

『
大
原
談
義
聞
書
鈔
』
は
、
安
居
院
圣
覺
（
一
一
六
七
～
一
二
三
五
）

が
大
原
問
答
を
聞
き
書
き
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
先
行

硏
究
等（

８
）で

は
、
圣
覺
の
記
述
に
依
る
も
の
で
は
な
く
、
圣
聰
の
師
で
あ

り
、
ま
た
鎭
西
派
第
七
祖
了
譽
圣
冏
（
一
三
四
一
～
一
四
二
〇
）
に
よ
り
、

著
者
不
明
の
草
本
に
加
筆
し
て
作
成
さ
れ
た
著
述
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
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て
い
る
。
そ
の
理
由
を
列
擧
す
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
イ
）、『
大
原
談
義
聞
書
鈔
』
は
、
圣
冏
・
圣
聰
の
活
躍
し
た
時
期

よ
り
書
名
が
散
見
さ
れ
始
め
る
。

（
ロ
）、『
麒
麟
圣
財
論
』
や
『
建
曆
法
語
』
の
よ
う
に
、
他
師
に
假

託
さ
れ
た
著
作
が
多
く
確
認
で
き
る
た
め
、
こ
の
『
大
原
談
義

聞
書
鈔
』
も
圣
覺
に
假
託
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
ハ
）、
圣
冏
は
『
淨
土
略
名
目
圖
』
の
よ
う
に
、
圣
覺
に
假
託
し
て

自
著
を
作
成
し
て
い
る
例
が
あ
る
。

（
ニ
）、
實
體
・
化
用
と
い
う
語
を
用
い
他
力
頓
敎
を
主
張
す
る
方
法

が
、圣
冏
の『
釋
淨
土
二
藏
義
』等
に
類
似
し
て
い
る
。
し
か
も
、

こ
れ
ら
の
二
語
は
圣
冏
・
圣
聰
以
前
に
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

　　

先
行
硏
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
四
つ
の
う
ち
、（
イ
）
～
（
ロ
）
は

い
ず
れ
も
可
能
性
を
指
摘
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。し
か
し
、

（
ハ
）
に
示
し
た
、
實
體
・
化
用
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
は
註
目
す
る
べ
き
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
れ
ら

の
語
は
、
明
ら
か
に
圣
冏
・
圣
聰
の
活
躍
期
よ
り
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る

語
で
あ
り
、彼
ら
以
前
の
鎭
西
派
祖
師
逹
は
用
い
て
い
な
い
。
し
か
も
、

こ
れ
ら
の
語
は
、
圣
冏
・
圣
聰
ら
が
特
別
な
意
圖
を
込
め
て
創
設
し
た

語
で
あ
る
と
推
察
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
圣
冏
・

圣
聰
が
、
實
體
・
化
用
の
二
語
を
創
設
し
た
契
⺇
と
、
そ
の
意
義
に
つ

い
て
言
乁
し
て
い
き
た
い
。

二
　

圣
冏
・
圣
聰
が
活
躍
し
た
當
時
の
時
代
背
景

ま
ず
初
め
に
、
圣
冏
・
圣
聰
が
活
躍
し
た
時
代
背
景
に
つ
い
て
檢
討

し
て
み
た
い
。
兩
師
の
活
躍
時
期
は
丁
度
、
南
北
朝
時
代
か
ら
室
町
時

代
初
期
に
當
た
る
。
こ
の
時
期
は
、
例
え
ば
、
蘭
溪
衟
隆
等
の
多
數
の

中
國
禪
僧
が
渡
來
し
、
足
利
義
滿
が
夢
窓
疎
石
を
保
護
す
る
な
ど
、
禪

宗
思
想
が
社
會
的
に
浸
透
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
時
期
は
、
足
利
氏
の
庇
護
を
得
た
禪
宗
が
、
非
常
に
大
き
な
勢
力
を

保
持
し
て
い
た
。

さ
て
、
こ
の
當
時
の
淨
土
宗
は
と
い
え
ば
、
し
ば
し
ば
禪
宗
に
よ
り

非
難
を
受
け
て
い
た
。
そ
の
非
難
と
い
う
の
は
、
主
に
次
の
二
點
で
あ

る
。
第
一
に
、
淨
土
宗
に
は
、
禪
宗
の
よ
う
に
連
綿
と
續
く
系
譜
が
存

在
し
な
い
た
め
に
、
他
宗
の
寓
宗
、
或
い
は
附
庸
宗
に
過
ぎ
な
い
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
二
に
、
凡
夫
と
佛
、
西
方
淨
土
と
娑
婆

世
界
等
の
よ
う
に
、
明
確
な
二
項
對
立
を
用
い
る
と
い
う
姿
勢
が
、
了

義
大
乘
の
敎
え
に
反
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
資
料
を
示
し
て
、
禪

宗
に
よ
る
批
判
を
整
理
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
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ま
ず
、
淨
土
宗
に
は
一
貫
し
た
師
資
相
承
の
系
譜
が
缺
け
て
い
る
た

め
、
寓
宗
・
附
庸
宗
で
あ
る
と
す
る
非
難
に
つ
い
て
は
、
虎
關
師
鍊
の

『
元
亨
釋
書
』
卷
二
七
の
記
述
が
參
照
さ
れ
る
。

上
之
七（

９
）、

是
此
方
之
名
宗
也
。
又
有
二
淨
土
一
焉
、
有
二
成
實
一
焉
、

有
二
倶
舍
一
焉
。
斯
三
爲
二
寓
宗
一。
譬
二
國
之
附
庸
一
焉
。
而
各
皆
有

レ
宗
矣
。
七
氣
之
者
、
挾
而
糅
用
。
蓋
倶
・
成
二
宗
、
亦
能
敍
二
置

三
寶
・
四
諦
一。
…
（
中
略
）
…

淨
土
一
宗
、
或
大
、
或
小
、
依
二
修
者
一
而
然
。
無
二
祖
宗
之
定
系
一

故
也
。
始
三
韋
提
希
遭
二
逆
子
之
難
一、
如
來
愍
而
開
二
十
六
觀
想
一。

是
所
二
以
淨
土
之
建
一
也
。
其
修
多
羅
散
見
不
レ
一
焉
。
…
（
中
略
）

…又
、
諸
宗
碩
德
參
而
修
レ
之
。
…
（
中
略
）
…
雖
二
勤
崇
奉
一、
皆
旁

資
レ
之
。
是
附
庸
之
謂
也
。
本
朝
空
也
師
倡
レ
之
、
犹
二
導
之
於
唐
一。

源
信
・
源
空
繼
而
助
レ
之
。
雖
三
廣
行
二
四
部
一、
而
無
二
統
系
一
故
、

今
爲
二
寓
宗
一。
宋
地
又
此
宗
熾
無
二
統
系
一
者
、
與
レ
我
同
焉（

（（
（

。

次
に
、
淨
・
穢
、
凡
・
圣
を
區
別
す
る
た
め
、
小
乘
の
敎
え
で
あ
る

と
い
う
非
難
に
つ
い
て
は
、
夢
窓
疎
石
の
『
夢
中
問
答
集
』
卷
下
に
記

さ
れ
て
い
る
。

問
。
念
佛
ノ
法
門
モ
大
乘
ナ
リ
ト
イ
フ
人
ア
リ
。
ソ
ノ
謂
レ
ア
リ

ヤ
。

答
。
念
佛
三
昧
ニ
大
・
小
ノ
相
ナ
シ
。
⺇
根
ノ
領
解
ニ
ヨ
リ
テ
差

別
ア
リ
。
涅
槃
・
寶
積
等
ノ
經
ノ
中
ニ
云
ハ
ク
、
佛
說
ノ
中
ニ
了

義
經
ト
不
了
義
經
ト
ノ
二
種
ア
リ
。
末
代
ノ
衆
生
、
了
義
經
ノ
說

ニ
依
リ
テ
、
不
了
義
經
ノ
說
ニ
依
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
凡
夫
ノ
外
ニ
佛

ア
リ
、
穢
土
ノ
外
ニ
淨
土
ア
リ
ト
說
ケ
ル
ハ
不
了
義
ノ
經
ナ
リ
。

凡
・
圣
、
淨
・
穢
皆
差
別
ナ
シ
ト
明
カ
セ
ル
ハ
、
了
義
大
乘
ノ
說

ナ
リ
ト
云
云
。
コ
ノ
文
ノ
ゴ
ト
ク
ナ
ラ
バ
、
淨
土
宗
ニ
ハ
穢
土
ノ

外
ニ
淨
土
ア
リ
、
凡
夫
ノ
外
ニ
佛
ア
リ
ト
立
テ
ラ
レ
タ
リ
。
了
義

大
乘
ノ
說
ト
ハ
申
ス
ベ
カ
ラ
ズ（

（（
（

。

こ
の
よ
う
な
非
難
を
承
け
て
、
圣
冏
よ
り
や
や
先
輩
に
あ
た
る
旭
蓮

社
澄
圓（

（（
（

（
一
二
九
〇
～
一
三
七
一
）
の
よ
う
に
、
自
ら
日
宋
し
て
血
脉
を

確
立
さ
せ
る
な
ど
、
そ
れ
ら
の
非
難
に
對
し
て
樣
々
な
對
抗
策
が
練
ら

れ
て
い
た
。

圣
冏
も
同
樣
で
、
禪
宗
の
非
難
に
對
し
て
自
ら
反
論
し
て
い
る
。
圣

冏
は
系
譜
の
缺
落
・
不
了
義
敎
と
す
る
こ
と
の
兩
方
に
對
し
て
反
駁
し
、

系
譜
の
缺
落
に
關
し
て
、
圣
冏
は
『
顯
淨
土
傳
戒
論
』・『
淨
土
眞
宗
付

法
傳
』
等
に
よ
り
宗
義
・
宗
脉
の
連
續
性
を
主
張
し
、
不
了
義
に
對
し

て
は
、『
釋
淨
土
二
藏
義
』
等
に
よ
り
反
論
を
加
え
て
い
る
。

こ
の
內
、
後
者
が
、
實
體
・
化
用
の
語
義
形
成
に
對
し
て
非
常
に
影

響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
何
故
な
ら
ば
、圣
冏
は
、『
破
邪
顯
正
義
』
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第
一
五
問
答
に
お
い
て
、こ
の『
夢
中
問
答
集
』の
記
述
を
念
頭
に
置
き
、

「
他
力
實
體
」と
い
う
語
を
中
心
に
し
て
反
駁
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

や
や
長
い
引
用
に
な
る
が
、
煩
を
厭
わ
ず
必
要
箇
所
を
示
す
と
次
の
通

り
で
あ
る
。

問
。
女
云
、
既
是
圓
頓
佛
乘
敎
者
、
大
乘
窮
極
之
法
門
也
。
然
近

代
有
禪
門
名
匠
中
（
夢
窓
疎
石
）、
評
二
念
佛
徃
生
宗
義
一
頗
似
レ
判
二

屬
小
乘
一。
所
謂
彼
義
（『
夢
中
問
答
集
』）
云
、
穢
土
外
欣
二
淨
土
一

凡
夫
外
求
レ
佛
故
、
大
乘
云
フ
ヘ
キ
ニ
ア
ラ
ス
。
淨
・
穢
、
凡
・

圣
差
別
存
人
大
乘
題
目
ヲ
タ
ニ
モ
不
知
者
也
、
此
事
如
何
。

答
。
翁
云
、
我
亦
昔
讀
二
彼
義
（『
夢
中
問
答
集
』）一
時
、
至
二
此
段
一

卽
歎
息
。
殊
知
二
彼
人
不
一レ
能
二
徧
覽
一
。
…
（
中
略
）
…
大
乘
者
、

或
菩
薩
乘
、
或
一
佛
乘
、
淺
・
深
雖
レ
異
、
同
無
上
大
菩
提
以
爲
二

所
期
一。
或
三
祇
百
大
劫
、
或
一
生
入
妙
覺
、
漸
・
頓
雖
レ
異
、
皆

知
三
三
界
外
有
二
淨
土
一、
談
三
敎
主
外
有
二
他
佛
一。
…
（
中
略
）
…

若
爾
者
、
應
レ
謂
下
三
界
外
談
二
淨
土
一、
凡
夫
外
求
レ
佛
故
、
非
上レ
可

レ
云
二
小
乘
一。
存
二
淨
・
穢
、
凡
・
圣
差
別
一、
人
知
二
大
乘
題
目
一
者

也
。
…
（
中
略
）
…
見
二
彼
義
（『
夢
中
問
答
集
』）一、以
二
淨
・
穢
不
二
、

凡
・
圣
一
如
義
一
云
二
至
極
大
乘
一。
…
（
中
略
）
…
抑
亦
淨
土
敎
門

非
二
至
極
大
乘
一
者
、
此
事
殊
不
レ
知
二
宗
大
意
一
故
、
被
レ
致
二
胸
臆

難
一
者
歟
。
夫
本
來
寂
滅
廣
大
妙
心
、
卽
是
諸
佛
出
世
本
源
・
衆

生
入
理
本
宅
也
。
眞
如
佛
性
爲
レ
體
、
無
相
泥
洹
爲
レ
相
、
如
如
平

等
爲
レ
用
。
然
則
以
二
五
乘
不
測
眞
如
一
而
納
二
蠢
蠢
之
心
內
一、
以
二

十
圣
難
究
法
性
一
而
談
二
元
來
不
動
一
耳
。
縱
令
究
二

–

竟
證
果
於
刹

那
一、
尙
未
二
曾
本
覺
一。
圓
二

–

滿
悟
衟
於
一
念
一、
亦
是
第
二
月
深
廣
無
二

涯
底
一

。
何
淨
、
何
穢
、
高
大
無
二
巓
頂
一。
誰
圣
、
誰
凡
。
此
則
極

佛
內
證
・
彌
陀
密
意
也
。
如
來
開
二
名
號
所
具
五
智
一、
說
レ
此
名
二

佛
智
一。
…
（
中
略
）
…
。
玄
忠
大
師
（
曇
鸞
）
判
レ
之
云
二
實
相
身
一。

光
明
大
師
（
善
導
）
擧
レ
之
云
二
佛
密
意
一。
祖
師
上
人
（
源
空
）
講
二

此
義
一
立
二
他
力
實
體
一。
…
（
中
略
）
…

依
レ
之
、
於
二
無
塵
法
界
上
一
施
二
恆
沙
功
德
妙
用
一。
法
體
寂
默
故
、

應
用
天
然
也
。
寂
而
常
照
、
用
而
獨
湛
、
故
云
二
寂
・
用
湛
然
一。
然
、

則
於
二
無
淨
・
穢
上
一
立
二
淨
土
名
一、
其
相
如
二
因
陀
羅
網
一
故
、
混

同
無
二
也
。
於
二
佛
密
意
上
一
開
二
弘
願
因
一、
其
義
如
二
一
大
圓
鏡
一

故
照
・
用
同
時
也（

（（
（

。

要
す
る
に
、
圣
冏
は
、
夢
窓
疎
石
の
淨
・
穢
、
凡
・
圣
を
區
別
す
る

と
い
う
非
難
に
對
し
て
、曇
鸞
の
『
徃
生
論
註
』
に
あ
る
「
實
相
身
」・「
入

一
法
句
」
等
の
言
葉
を
引
用
し
、淨
土
宗
に
お
い
て
も
淨
・
穢
不
二
、凡
・

圣
一
如
の
義
が
あ
る
こ
と
に
言
乁
し
て
い
る
。
途
中
に「
祖
師
上
人（
源

空
）
講
二
此
義
一
立
二
他
力
實
體
一。」
と
い
っ
て
い
る
の
は
、『
大
原
談
義

聞
書
鈔
』
の
記
述
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
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し
た
が
っ
て
、「
他
力
實
體
」
と
い
う
語
は
、
禪
宗
に
對
す
る
反
論

の
中
で
、
重
要
な
槪
念
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ

し
て
、「
他
力
實
體
」
の
實
體
と
い
う
語
に
は
、
こ
の
『
夢
中
問
答
集
』

に
み
ら
れ
る
「
以
二
淨
・
穢
不
二
、
凡
・
圣
一
如
義
一
云
二
至
極
大
乘
一
」

と
い
う
理
解
を
ふ
ま
え
た
も
も
で
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

三
　

實
體
の
語
義
に
つ
い
て

さ
て
、
前
節
で
言
乁
し
た
よ
う
に
、『
破
邪
顯
正
義
』
の
記
述
を
見

る
限
り
、
實
體
と
い
う
語
は
、
淨
・
穢
不
二
、
凡
・
圣
一
如
義
と
い
う

意
味
で
用
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
一
般
的
に
體
は
、
用

と
一
對
と
し
て
用
い
ら
れ
、
體
を
不
變
不
動
で
あ
り
根
源
的
な
も
の
、

第
一
義
的
な
も
の
と
し
、
用
を
體
に
對
し
て
從
屬
的
な
も
の
、
或
い
は

派
生
的
な
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
靑
木
隆
氏（

（（
（

は
、

體
を
本
質
と
し
、
用
を
は
た
ら
き
で
あ
る
と
し
、
體
・
用
が
竝
び
用
い

ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

こ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
實
體
と
い
う
語
も
、
不
變
不
動
、
か
つ
本

質
的
と
い
う
意
味
が
含
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。そ
し
て
、

『
釋
淨
土
二
藏
義
』
序
に
あ
る
、「
蓋
實
體
者
、
乾
・
坤
未
分
之
大
衟
、

還
是
生
・
佛
本
具
之
一
心
也（

（（
（

。」
と
い
う
記
述
を
考
慮
す
れ
ば
、
心
と

い
う
觀
點
か
ら
見
た
意
味
合
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。そ

こ
で
、
前
節
で
も
觸
れ
た
よ
う
に
、
實
體
と
い
う
語
は
禪
宗
側
と

の
對
論
の
中
で
構
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
勘
案
す
る
と
、

『
釋
淨
土
二
藏
義
』
卷
一
〇
の
よ
う
に
、
實
體
を
見
性
成
佛
と
同
義
と

記
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。

問
。
望
二
末
法
時
⺇
一、
以
二
佛
心
宗
一
可
レ
云
二
今
時
難
證
一
耶
。

答
。
爾
也
。

難
云
、
此
義
不
レ
明
。
凡
、
立
二
正
・
像
・
末
一、
大
・
小
、
權
・
實
、

顯
・
密
諸
敎
意
也
。
文
字
不
レ
立
、
何
立
二
正
・
像
一。
方
便
不
レ
假
、

誰
許
二
難
易
一。
…
（
中
略
）
…
故
見
性
論
云
、
不
レ
立
二
文
字
一、
不

レ
假
二
方
便
一、
直
指
二
人
心
一
見
性
成
佛
已

上
。
信
心
銘
云
、
大
衟
體

寬
無
レ
易
無
レ
難
已

上
。
既（『
信
心
銘
』）云
、圓
同
大
虛
無
レ
缺
無
レ
餘
。

孰
分
二
難
・
易
一。
若
强
成
二
難
・
易
義
相
一、
直
指
人
心
至
衟
要
術
故
、

應
レ
言
二
易
行
一。
何
云
二
難
行
一
耶
。
故
、三
祖
大
師（『
信
心
銘
』）
云
、

至
衟
無
レ
難
已

上
。
爾
者
云
何
。

答
。
本
來
妙
明
元
淸
淨
體
、
人
人
具
足
心
地
、
生
・
佛
未
分
極
位

也
。
眞
如
法
性
宗
旨
、
雖
三
義
有
二
少
違
一、
法
體
本
自
一
致
也
。
…

（
中
略
）
…
於
二
本
來
寂
滅
廣
大
、
妙
明
元
淸
淨
之
處
一、
無
二
敎
・
行
・

證
差
一、
無
二
正
・
像
・
末
別
一。
…
（
中
略
）
…
無
塵
法
界
凡
・
圣
齊

圓
。
兩
垢
如
如
、
則
普
該
二
於
含
識
一。
恆
沙
功
德
、
寂
・
用
湛
然
。
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指
レ
之
、
則
云
二
不
立
文
字
・
見
性
成
佛（

（（
（

一。

本
來
妙
明
か
つ
淸
淨
で
あ
る
體
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
具
え
て
い
る

心
地
で
あ
り
、
生
・
佛
の
差
別
の
無
い
位
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、

無
塵
法
界
の
中
で
は
、
凡
・
圣
が
齊
し
く
圓
で
あ
る
等
の
狀
態
が
見
性

成
佛
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。「
無
塵
法
界
凡
・
圣
齊
圓
。

兩
垢
如
如
、
則
普
該
二
於
含
識
一。
恆
沙
功
德
、
寂
・
用
湛
然
。」
と
い
う

の
は
、
善
導
『
觀
無
量
壽
經
疏
』
玄
義
分（

（（
（

よ
り
の
引
用
で
あ
る
。
た
だ

し
、
こ
こ
で
は
、
上
記
の
『
大
原
談
義
聞
書
鈔
』
の
中
で
用
い
ら
れ
て

い
る
箇
所（

（（
（

を
孫
引
き
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
見
性
成
佛

と
は
、
自
己
の
心
を
徹
視
す
る
こ
と
で
、
自
己
の
本
性
が
佛
と
同
じ
で

あ
る
こ
と
を
悟
る
こ
と
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
心
と
い
う
觀
點
か
ら
考
え
る
と
、
凡
・
圣
が
不
二
・
一
如

で
あ
る
こ
と
い
え
る
。
こ
こ
で
、
實
體
を
見
性
成
佛
と
同
義
と
し
た
の

は
、
恐
ら
く
禪
宗
側
が
理
解
し
易
い
よ
う
に
、
禪
宗
思
想
に
讓
步
し
た

の
で
あ
ろ
う（

（（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
圣
冏
は
、
心
と
い
う
觀
點
か
ら
、
淨
・

穢
不
二
、
生
・
佛
一
如
を
論
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
確
認
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
圣
冏
は
、
心
と
い
う
觀
點
か
ら
淨
・
穢
不
二
を
論
じ
る

場
合
、
基
本
的
に
懷
感
の
『
群
疑
論
』
卷
一
に
あ
る
「
搜
玄
卽
冥
」
と

い
う
思
想
を
基
に
し
て
い
る
。『
群
疑
論
』
卷
一
の
「
搜
玄
卽
冥
」
に

關
す
る
記
述
と
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

雖
下
復
淨
・
穢
兩
心
現
二
淨
・
穢
二
土
一、
心
有
二
兩
體
一、
土
成
中
二
相
上、

然
同
處
・
同
時
、
不
二
相
障
礙
一。
不
レ
可
レ
言
下
有
レ
淨
處
無
レ
穢
、

有
レ
穢
處
無
レ
淨
、
別
處
而
現
、
而
有
中
障
礙
上。
以
三
同
處
・
同
時

現
二
淨
・
穢
一
故
。
故
曰
二
異
質
不
レ
成
。
故
搜
レ
玄
卽
冥
。
搜
者
搜

求
也
。
玄
者
幽
玄
也
。
搜
二
其
幽
玄
旨
趣
一、
淨
・
穢
兩
相
冥
然
、

同
在
二
一
處
一、不
レ
可
三
分
成
二
二
所
一
也
。詳
此
應
レ
言
二
異
質
雖
レ
成
、

搜
レ
玄
卽
冥
一。
…
（
中
略
）
…
亦
可
淨
・
穢
相
殊
、
其
體
無
レ
二
。

搜
二
其
實
體
一
唯
是
一
如
故
、
言
二
搜
玄
卽
冥（

（（
（

一
。

こ
の
『
群
疑
論
』
の
記
述
に
依
れ
ば
、
土
の
淨
相
・
穢
相
は
、
全
て

心
の
認
識
に
よ
り
出
現
さ
れ
た
相
と
な
る
。
つ
ま
り
、
心
が
淨
け
れ
ば

淨
土
を
感
得
す
る
こ
と
が
で
き
、
心
が
穢
け
れ
ば
穢
土
を
感
得
す
る
と

い
う
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
土
の
本
質
を
探
れ
ば
、
淨
・
穢
の
差
別
は

無
い
と
す
る
こ
と
が
「
搜
玄
卽
冥
」
の
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
る
。

圣
冏
の
『
傳
通
記
糅
鈔
』
卷
一
七
に
は
、
土
の
淨
相
・
穢
相
を
論
じ

た
箇
所
が
あ
り
、
土
の
本
質
を
淨
・
穢
不
二
で
あ
る
と
す
る
の
は
、
こ

の
『
群
疑
論
』
に
あ
る
「
搜
玄
卽
冥
」
の
解
釋
に
順
ず
る
と
い
う
圣
冏

の
姿
勢
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

問
。
今
此
淨
・
穢
兩
相
爲
一
塵
二
見
、
將
爲
二
塵
二
見
。

答
。
師
仰
（
良
曉
）
云
、

王
八
地
菩
薩
也
、
故
見
二
淨
塵
一。
身
子

四
果
聲
聞
也
、故
見
二
穢
塵
一。
所
詮
、是
令
レ
知
二
淨
・
穢
不
二
義
一
也
。
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淨
・
穢
歷
然
在
二
同
一
處
一、
不
レ
可
二
互
障
礙
一。
故
、
各
見
二
一
邊
一

也
已上
師仰
。

今
私
（
圣
冏
）
云
、
此
御
義
、
恐
且
是
順
二
千
福
（
懷
感
）一
歟（

（（
（

。

し
た
が
っ
て
、
圣
冏
が
用
い
て
い
る
實
體
と
い
う
語
の
槪
念
は
、
懷

感
の
『
群
疑
論
』
に
あ
る
「
搜
玄
卽
冥
」
の
思
想
と
同
義
で
あ
る
と
い

え
る
。

四
　

「
實
體
」
と
「
化
用
」
の
關
係
に
つ
い
て

で
は
、
圣
冏
の
い
う
實
體
が
、『
群
疑
論
』
に
あ
る
「
搜
玄
卽
冥
」

を
基
本
と
し
た
語
で
あ
る
こ
と
は
前
節
の
通
り
で
あ
る
が
、
實
體
と
竝

び
用
い
ら
れ
て
い
る
化
用
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
先
に
、
一

般
的
な
體
用
論
に
つ
い
て
觸
れ
た
際
に
、
用
は
體
に
付
隨
す
る
も
の
で

あ
る
と
い
う
基
本
槪
念
が
あ
る
と
述
べ
た
。
こ
こ
で
い
う
化
用
の
場
合

も
、そ
の
よ
う
な
解
釋
が
當
て
は
ま
る
か
ど
う
か
一
槪
に
判
斷
し
難
い
。

さ
ら
に
、
圣
冏
の
意
圖
す
る
化
用
の
槪
念
は
、
實
體
と
如
何
な
る
關
係

に
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
檢
討
の
餘
地
が
あ
る
と
考
え
る
。

そ
も
そ
も
、
化
用
と
言
っ
た
場
合
、
敎
化
の
働
き
と
い
う
場
合
と
、

善
巧
方
便
と
い
う
場
合
の
二
通
り
の
意
味
が
想
定
さ
れ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、『
大
原
談
義
聞
書
鈔
』
に
「
他
力
本
願
之
化
用
者
、
謂
密
意
之

上
敎
門
也
。
亦
、
是
四
智
之
所
レ
成
也
。
極
樂
不
レ
遠
、
構
二
十
萬
億
刹

之
西
一
彌
陀
在
二
己
心
一
現
二
一
座
華
臺
之
形
一。
不
思
議
智
・
不
可
稱
智

等
者
、
指
二
此
善
巧
方
便
一
也（

（（
（

。」
と
あ
り
、
ま
た
、
後
に
圣
聰
が
『
大

原
談
義
聞
書
抄
見
聞
』
で
は
、「
四
智
是
別
智
、
謂
以
二
後
得
大
悲
一、
顯
二

權
化
用
一
也（

（（
（

。」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
の
化
用
は
、
善

巧
方
便
と
理
解
す
る
方
が
适
切
で
あ
る
。
そ
し
て
、
前
出
の
『
大
原
談

義
聞
書
鈔
』
に
よ
れ
ば
、
方
便
と
し
て
の
西
方
淨
土
が
こ
の
化
用
に
該

當
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

さ
て
、『
大
原
談
義
聞
書
鈔
』、
竝
び
に
『
大
原
談
義
聞
書
抄
見
聞
』

等
を
見
て
も
、
西
方
淨
土
は
方
便
で
あ
る
が
、
切
り
舍
て
ら
れ
た
も
の

で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
西
方
淨
土
は
方
便
の
淨
土
と
し
て
受
容
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
よ
う
な
、
特
定
さ
れ
た
方
處
を
持
つ
淨
土
と
い
う
の
は
、
色
相

の
淨
土
に
該
當
す
る
も
の
で
、
當
然
な
が
ら
實
體
と
し
て
論
じ
た
「
搜

玄
卽
冥
」
の
淨
土
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
方
便
と

し
て
の
色
相
の
淨
土
も
受
容
す
る
こ
と
は
、
淨
・
穢
を
不
二
と
捉
え
る

と
同
時
に
、
淨
・
穢
を
差
別
す
る
發
想
を
も
有
し
て
い
る
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。

圣
冏
が
圣
聰
に
下
し
た
口
傳
を
纏
め
た
『
敎
相
十
八
通
』
の
卷
下
に

は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

我
等
今
修
二
淨
業
一
超
二

–

入
淨
土
一、
合
二

–

會
彌
陀
淸
淨
依
果
一。
卽
入
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一
法
句
是
也
。
極
樂
入
一
法
句
云
、
サ
ナ
カ
ラ
我
等
本
有
悟
也
。

其
彌
陀
佛
修
得
顯
現
シ
玉
ヘ
ル
ニ
テ
コ
ソ
ア
レ
。
故
、
云
二
歸
去

來
一
亦
云
二
還
本
家
一。
更
以
無
レ
疑
事
也
。
但
如
レ
此
云
、己
身
彌
陀
、

唯
心
淨
土
、
外
求
ヘ
カ
ラ
ス
ト
云
、
雲
泥
萬
里
也
。
我
宗
意
三
不

成
外
淨
土
建
立（

（（
（

。

つ
ま
り
、
圣
冏
の
意
圖
と
し
て
は
、
淨
・
穢
不
二
、
凡
・
圣
一
如
を

寀
用
す
る
と
し
て
も
、
淨
・
穢
不
二
、
凡
・
圣
一
如
の
み
に
基
づ
い
て

解
釋
す
る
こ
と
は
閒
違
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の

上
で
、「
我
宗
意
三
不
成
外
淨
土
建
立
。」
と
い
う
考
え
を
明
確
化
し
て

い
る
。

こ
の
三
不
成
と
い
う
の
は
、
同
じ
く
懷
感
の
『
群
疑
論
』
卷
一（

（（
（

に
示

さ
れ
て
い
て
、
一
質
不
成
・
異
質
不
成
・
無
質
不
成
の
三
句
を
指
す
も

の
で
あ
る
。
一
質
不
成
と
は
、
心
の
淨
・
穢
の
差
に
よ
り
、
所
現
の
土

の
相
も
淨
・
穢
で
異
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。次
に
、異
質
不
定
と
は
、

所
現
の
土
の
淨
相
・
穢
相
は
、
心
の
認
識
に
依
る
差
の
結
果
で
あ
り
、

本
質
的
に
は
淨
・
穢
の
差
別
は
無
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
最
後
に
、

無
質
不
成
と
は
、
土
の
相
と
し
て
淨
・
穢
は
あ
る
が
、
本
質
的
に
は
眞

如
か
ら
緣
起
し
て
出
現
し
た
相
で
あ
る
た
め
、
基
本
的
に
は
淨
・
穢
の

差
は
無
い
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
實
體
と
し
て
言
乁
し
た
「
搜
玄
卽
冥
」
は
、
こ
の
三

句
の
內
、
異
質
不
成
の
根
據
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、「
三

不
成
外
淨
土
建
立
」
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、「
實
體
」
を
も
超
越
し
た

處
に
淨
土
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
や
や
矛
盾
を
帶
び
た
よ
う
に
見
え
る

が
、
そ
れ
を
解
決
す
る
端
緖
が
『
三
六
通
裏
書
』
に
あ
る
。

口
傳
（
圣
冏
）
云
、
問
、
當
流
之
意
、
三
不
成
之
外
立
二
淨
土
一
、

直
生
二
當
處
極
樂
一
而
不
レ
壞
二
十
萬
億
程
一。
十
萬
億
雖
レ
遙
、
生
二

當
處
極
樂
一
釋
有
二
旨
歸
一。
委
示
レ
之
給
。

答
。
代
代
賢
哲
未
レ
出
二
口
外
一、
爭
可
レ
弁
レ
之
。
雖
レ
然
、
仰
二
元

祖
高
判
一、
大
原
問
答
、
立
二
實
體
・
化
用
二
義
一。
依
二
其
實
體
邊
一、

淨
・
穢
不
二
也
。
故
云
二
極
樂
不
遠
一。
…
（
中
略
）
…
若
依
二
化
用

邊
一、
十
萬
億
刹
也
。
但
諸
敎
意
留
二
淨
・
穢
不
二
、
凡
・
圣
一
如

邊
一、
立
二
西
方
十
萬
億
刹
一
假
說
也
、
方
便
也
得
レ
心
。
今
宗
意
者
、

體
・
用
共
眞
實
。
…
（
中
略
）
…
用
全
乍
レ
用
、
眞
實
不
レ
異
レ
體
。

體
全
乍
レ
體
、
眞
實
不
レ
失
レ
用
。
體
・
用
同
時
、
性
・
相
不
レ
離
故
、

體
・
用
共
眞
實
也
。
委
如
二
別
紙
一。

私
（
圣
聰
）
云
、
此
體
・
用
、
寂
・
照
二
法
也
。
所
レ
詮
體
・
用
共

實
相
也
。
此
實
相
體
、
本
來
本
有
而
十
萬
億
十
劫
不
レ
同
、
相
分

常
住
故
、
體
・
用
共
常
住
也
。
用
・
體
共
眞
實
也
云
（
（（
（

云
。

　

こ
の
『
三
六
通
裏
書
』
を
見
る
に
、「
三
不
成
外
淨
土
建
立
」
と
い

う
問
い
の
答
え
と
し
て
、
圣
冏
は
、『
大
原
談
義
聞
書
鈔
』
を
用
い
、
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實
體
と
い
う
觀
點
か
ら
考
え
た
場
合
が
不
二
・
一
如
で
あ
る
と
す
る
。

し
か
し
、
化
用
と
い
う
觀
點
か
ら
考
え
た
場
合
は
、
淨
・
穢
、
凡
・
圣

の
差
別
を
認
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
不
二
・
一
如
と
差
別
と
を
同

時
に
用
い
て
い
る
の
で
、
一
質
・
異
質
・
無
質
の
何
れ
に
も
該
當
し
な

い
と
い
う
の
が
、「
我
宗
意
三
不
成
外
淨
土
建
立
」
に
込
め
ら
れ
た
意

圖
で
あ
る
と
解
釋
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

圣
聰
も
、こ
の
よ
う
な
圣
冏
說
を
承
け
、例
え
ば
、以
下
に
示
し
た『
註

記
見
聞
』
卷
五
の
記
述
の
よ
う
に
、
不
二
・
一
如
と
差
別
を
同
時
的
に

用
い
る
考
え
方
を
展
開
し
て
い
る
。

正
衟
爲
二
根
本
一、
成
二
四
等
一。
四
等
所
レ
窮
大
慈
悲
也
。
慈
悲
是
正

衟
體
相
也
。
展
轉
相
入
、
似
三
旋
火
輪
無
二
枝
末
一。
是
卽
、
從
二
根

本
無
漏
智
一
生
二
後
得
大
悲
一、
後
得
大
悲
歸
二
根
本
實
證
一。
二
智
更

互
融
、
卽
不
離
・
不
卽
之
義
也
。
以
レ
之
合
二
大
經
五
智
一。
今
正
衟

當
二
彼
佛
智
一、
今
大
慈
悲
當
二
彼
不
思
議
智
等
四
智
一。
彼
佛
智
總
體

而
麭
二

–

含
四
智
一、
四
智
別
用
而
麭
二

–

含
佛
智
一。
故
佛
智
・
四
智
互
不

レ
離
也
。

爰
以
、
高
祖
談
義
（『
大
原
談
義
聞
書
鈔
』）、
合
二
佛
智
於
他
力
實
體
一、

合
二
四
智
於
佛
願
所
レ
建
出
離
一。
佛
智
上
發
二
佛
願
一、
佛
願
歸
二
佛

智
一。
不
卽
・
不
離
。
故
、
合
下
曇
鸞
法
師
（『
徃
生
論
註
』）
約
二
實
相
・

爲
物
二
義
一
釋
中
如
實
修
行
相（

（（
（

上。

　

こ
の
『
註
記
見
聞
』
卷
五
の
記
述
は
、
然
阿
良
忠
（
一
一
九
九
～
一
二

八
七
）
の
『
徃
生
論
註
記
』
卷
二
の
「
無
差
別
體
名
爲
二
正
衟（

（（
（

一
」
と
い

う
記
述
に
對
す
る
註
釋
で
あ
る
。圣
聰
は『
無
量
壽
經
』に
あ
る
五
智（

（（
（

を
、

佛
智
と
不
可
思
議
智
・
不
可
稱
智
・
大
乘
廣
智
・
最
上
勝
智
の
四
智
に

分
け
、
佛
智
を
四
智
の
總
體
と
し
、
四
智
を
佛
智
の
別
用
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
佛
智
と
四
智
と
は
同
じ
も
の
で
あ
る
が
、
全
同

で
は
な
い
關
係
に
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
そ
れ
を『
大
原
談
義
聞
書
鈔
』

に
あ
る
實
體
・
化
用
の
二
語
、
曇
鸞
の
『
徃
生
論
註
』
に
あ
る
實
相
身
・

爲
物
身
の
二
身
の
關
係
を
引
用
し
、
佛
智
と
四
智
、
實
體
・
化
用
、
實

相
身
・
爲
物
身
は
互
い
に
不
卽
・
不
離
な
關
係
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

先
程
の
、『
群
疑
論
』
の
「
搜
玄
卽
冥
」
に
對
す
る
解
釋
の
中
で
も
、

本
質
的
に
は
淨
相
・
穢
相
の
區
別
は
な
い
の
で
あ
る
が
、し
か
し
、結
局
、

心
の
認
識
作
用
に
依
れ
ば
、
淨
・
穢
の
差
別
は
發
生
す
る
こ
と
に
な
る
。

し
た
が
っ
て
、「
搜
玄
卽
冥
」
に
關
し
て
は
、
不
二
・
一
如
と
差
別
は

表
裏
一
體
の
關
係
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
よ
っ
て
、
實
體
・
化
用
の

關
係
を
示
す
證
據
と
も
な
り
得
る
の
で
あ
ろ
う
。

と
も
か
く
、
こ
の
よ
う
に
、
化
用
と
は
、
實
體
と
不
卽
・
不
離
な
關

係
に
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
實
體
の
上
に
化
用

が
顯
出
す
る
と
い
う
關
係
を
考
慮
す
れ
ば
、
從
來
言
乁
さ
れ
て
い
る
體

用
論
に
近
い
解
釋
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
圣
冏
・
圣
聰
兩
師
は
、
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實
體
と
化
用
と
が
、
互
い
に
同
時
的
に
用
い
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
重

要
な
點
を
見
出
し
て
い
る
。

五
　

體
・
用
を
竝
立
さ
せ
る
意
義
に
つ
い
て

最
後
に
、
圣
冏
・
圣
聰
が
實
體
・
化
用
を
共
に
用
い
る
こ
と
に
對
す

る
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
前
出
の
『
三
六
通
裏
書
』
で
、「
用

全
乍
レ
用
、
眞
實
不
レ
異
レ
體
。
體
全
乍
レ
體
、
眞
實
不
レ
失
レ
用
。
體
・

用
同
時
、
性
・
相
不
レ
離
故
、
體
・
用
共
眞
實
也（

（（
（

」
と
い
っ
て
い
た
よ

う
に
、
圣
冏
・
圣
聰
が
體
・
用
の
相
卽
に
註
目
す
る
こ
と
は
確
認
さ
れ
、

そ
の
よ
う
な
思
想
的
背
景
と
し
て
、
曇
鸞
の
『
徃
生
論
註
』
卷
下
の
實

相
身
・
爲
物
身
の
解
釋
が
援
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
既
に
見
て
き
た
通

り
で
あ
る
。
念
の
た
め
、
實
相
身
・
爲
物
身
が
說
か
れ
て
い
る
曇
鸞
の

『
徃
生
論
註
』
卷
下
の
記
述
を
示
す
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

諸
佛
・
菩
薩
有
二
二
種
法
身
一。
一
者
法
性
法
身
、
二
者
方
便
法
身
。

由
二
法
性
法
身
一
生
二
方
便
法
身
一、由
二
方
便
法
身
一
出
二
法
性
法
身
一。

此
二
法
身
異
而
不
レ
可
レ
分
、
一
而
不
レ
可
レ
同
。
是
故
、
廣
・
略

相
入
統
以
二
法
名
一。
菩
薩
若
不
レ
知
二
廣
・
略
相
入
一、則
不
レ
能
二
自
利
・

利
他（

（（
（

一。

　

こ
の
曇
鸞
の
記
述
は
、
衟
綽
も
『
安
樂
集
』
卷
上（

（（
（

で
引
用
し
て
い
る

が
、
基
本
的
に
佛
・
菩
薩
の
身
に
二
種
類
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ

ら
二
身
が
不
卽
・
不
離
な
關
係
に
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

良
忠
は
、
こ
の
箇
所
を
『
徃
生
論
註
記
』
卷
五
に
お
い
て
、「
一
者

法
性
法
身
等
者
、
智
光
疏
二
云
、
龍
猛
說
二
二
種
佛
一。
一
法
性
生
身
佛
、

二
隨
衆
生
現
身
佛
。
卽
以
二
本
・
迹
爲
二
二
法
身
一。
由
二
法
性
法
身
一
出
二

方
便
法
身
一、
卽
以
レ
本
垂
レ
迹
。
由
二
方
便
法
身
一
出
二
法
性
法
身
、
卽
以

レ
迹
顯
レ
本
。
此
二
法
身
異
而
不
レ
可
レ
分
、
一
而
不
レ
可
レ
同（

（（
（

。」
と
註
釋

し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
良
忠
は
、
法
性
法
身
と
方
便
法
身
と
が
、
互

い
に
互
い
を
生
み
出
す
關
係
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

良
忠
の
弟
子
で
、
三
條
派
了
慧
衟
光
（
一
二
四
三
～
一
三
三
〇
）
も
、

良
忠
の
解
釋
を
繼
承
し
、『
徃
生
論
註
略
鈔
』
卷
下
に
お
い
て
同
樣
の

見
解
を
述
べ
て
い
る
。

諸
菩
薩
有
二
二
種
法
身
一。
一
者
、
法
性
法
身
。
二
者
、
方
便
法
身
。

由
二
法
性
法
身
一
生
二
方
便
法
身
一
　
　
私
云
當
記

第
二
義
　

。
由
二
方
便
法
身
一
出
二

法
性
法
身
一
　
　
私
云
當
記

第
一
義
　

。
此
二
法
身
異
而
不
レ
可
レ
分
、
一
而
不
レ
可

レ
同
。
是
故
、
廣
・
略
相
入
、
統
以
二
法
名
一
已

上
。
而
今
就
二
一
義
一

消
レ
文
者
、
第
一
已
下
十
字
先
標
二
入
第
一
義
相
一。
謂
、
第
一
義
是

理
。
佛
因
緣
法
是
能
入
之
事
。
十
七
種
事
入
二
第
一
義
理
一
之
時
、

第
一
義
卽
十
七
種
故
、
云
二
佛
因
緣
法
一
也
。
是
則
、
由
二
法
性
法

身
一
生
二
方
便
法
身
一
故
、
還
入
二
法
性
法
身
第
一
義
理
一
也（

（（
（

。

了
慧
は
、『
徃
生
論
註
』
に
說
か
れ
て
い
る
法
性
法
身
・
方
便
法
身
を
、



東
洋
の
思
想
と
宗
敎
　

第
三
十
六
號

（ 92 ）

理
・
事
の
關
係
に
當
て
嵌
め
、
二
身
が
互
い
に
相
卽
す
る
こ
と
を
廣
・

略
相
入
に
よ
り
說
明
し
て
い
る
。
廣
・
略
相
入
と
は
、
世

の
『
淨
土

論
』
に
說
か
れ
て
い
る
も
の
で
、
二
十
九
種
莊
嚴
の
よ
う
に
一
々
の
事

𧰼
（
廣
）
と
、
一
法
句
と
い
う
理
（
略
）
と
が
互
い
に
相
卽
す
る
と
い

う
槪
念
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
阿
彌
陀
佛
の
淨
土
に
關
し
て
理
・
事
の

相
卽
を
說
い
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
上
で
、
方
便
法
身
は
法
性
法
身
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
、
方
便
法

身
は
ま
た
法
性
法
身
と
い
う
理
に
歸
入
す
る
と
言
っ
て
い
る
。よ
っ
て
、

了
慧
は
、
こ
の
二
身
を
「
異
而
不
レ
可
レ
分
、
一
而
不
レ
可
レ
同
」
な
關

係
と
し
て
見
做
す
こ
と
で
、
兩
身
が
相
互
關
係
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
圣
冏
・
圣
聰
が
上
述
の
よ
う
に
考
え

る
背
景
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
良
忠
・
了
慧
の
解
釋
を
踏
襲
し
て
い
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
圣
聰
は
、『
大
原
談
義
聞
書
抄
見
聞
』

に
お
い
て
、
實
體
・
化
用
を
兩
立
さ
せ
る
こ
と
の
意
義
に
言
乁
し
て
い

る
。

曇
鸞
法
師
乃

至
修
行
相
等
者
、註
下
云
、諸
佛
・
菩
薩
有
二
二
種
法
身
一。

一
者
法
性
法
身
。
二
者
方
便
法
身
。
由
二
法
性
法
身
一
生
二
方
便
法

身
一、
由
二
方
便
法
身
一
出
二
亦
法
性
法
身
一。
此
二
種
法
身
異
、
而
不

レ
可
レ
分
、
一
而
不
レ
可
レ
同
。
是
故
廣
・
略
相
入
統
以
レ
法
名
二
菩
薩
一。

若
不
レ
知
二
廣
・
略
相
入
一、
則
不
レ
能
二
自
利
・
利
他
一
已

上
。

彼
實
相
義
、
當
二
諸
佛
根
本
智
一
同
二
今
他
力
實
體
一。
彼
爲
物
義
、

當
二
諸
佛
後
得
大
悲
一
同
二
今
他
力
化
用
一。
只
實
相
獨
存
無
二
爲
物

義
一、
是
非
二
佛
法
正
體
一。
故
以
レ
修
二
二
義
一
釋
二
如
實
修
行
一。
今
亦

如
レ
是
。
唯
他
力
實
體
無
二
佛
願
化
用
一、
既
是
闕
二
善
巧
方
便
一
故
、

非
二
佛
法
至
極
一。
今
存
二
體
・
用
一
顯
二
自
己
淨
體
一

顯
二
善
巧
方

便
一。
實
是
佛
法
至
極
也（

（（
（

。

こ
の
よ
う
に
、
圣
聰
は
、
實
體
・
化
用
を
倂
存
さ
せ
る
こ
と
に
對
し

て
、
自
己
淨
體
を
見
識
さ
せ
る
こ
と
と
、
善
巧
方
便
を
用
い
る
こ
と
の

二
義
を
備
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
只
實
相
獨
存
無
二
爲
物
義
一、

是
非
二
佛
法
正
體
一。」
と
い
う
部
分
は
、
實
體
の
み
が
あ
り
化
用
を
缺
い

た
狀
態
を
指
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
禪
宗
を
は
じ
め
と
す
る
諸
宗
の

敎
義
を
意
圖
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
圣
聰
は
そ
の
義
を
否
定

し
て
い
る
。
し
か
し
、
一
方
で
、「
唯
他
力
實
體
無
二
佛
願
化
用
一、
既
是

闕
二
善
巧
方
便
一
故
、
非
二
佛
法
至
極
一。」
と
い
う
部
分
を
解
釋
す
る
と
、

今
度
は
化
用
の
み
が
あ
り
實
體
を
缺
い
た
狀
態
で
は
、
こ
れ
も
究
極
の

法
門
で
は
な
い
と
言
っ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
そ
れ
ま
で
の
淨
土
宗
の

よ
う
に
、
た
だ
西
方
淨
土
へ
の
徃
生
を
說
く
だ
け
で
は
、
淨
・
穢
、
凡
・

圣
の
差
別
を
解
消
す
る
こ
と
が
出
來
ず
、
諸
宗
の
敎
義
に
劣
る
と
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
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そ
こ
で
、「
今
存
二
體
・
用
一
顯
二
自
己
淨
體
一

顯
二
善
巧
方
便
一。
實

是
佛
法
至
極
也
。」
と
い
い
、
實
體
・
化
用
を
表
裏
一
體
の
關
係
で
倂

存
さ
せ
る
思
想
で
は
、
兩
者
の
長
所
を
共
に
攝
取
す
る
こ
と
が
で
き
、

從
來
の
淨
土
宗
義
や
、
さ
ら
に
諸
宗
の
敎
義
を
も
超
越
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
主
張
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
圣
聰
は
、
淨
土
宗
に
實
體
・
化
用
の
兩
義
を
立
て
る

こ
と
で
、
諸
宗
を
超
越
す
る
所
以
（「
佛
法
至
極
」）
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
「
佛
法
至
極
」
と
い
う
の
は
、
夢
想
疎
石

が
述
べ
て
い
た
「
大
乘
至
極
」
と
い
う
表
現
に
對
抗
す
る
造
語
で
あ
る

こ
と
は
閒
違
い
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、「
用
全
乍
レ
用
、
眞
實
不
レ
異
レ
體
。
體
全
乍
レ
體
、

眞
實
不
レ
失
レ
用
。
體
・
用
同
時
、
性
・
相
不
レ
離
故
、
體
・
用
共
眞
實
也
」

と
い
う
こ
と
が
淨
土
宗
の
特
徵
で
あ
り
、
他
宗
に
勝
る
所
以
と
さ
れ
て

い
る
と
言
え
る
。

こ
の
よ
う
な
體
・
用
竝
立
の
關
係
を
「
佛
法
至
極
」
と
結
論
付
け
る

こ
と
は
、
圣
聰
に
至
っ
て
初
め
て
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
る
。『
三
六

通
裏
書
』
の
圣
冏
の
口
傳
を
記
し
た
箇
所
で
は
、「
諸
敎
意
留
二
淨
・
穢

不
二
、
凡
・
圣
一
如
邊
一
立
二
西
方
十
萬
億
刹
一
假
說
也
、
方
便
也（

（（
（

。」

と
言
乁
す
る
の
み
で
、
諸
敎
は
淨
・
穢
不
二
、
凡
・
圣
一
如
と
西
方
淨

土
と
を
區
分
す
る
、
つ
ま
り
、
實
體
と
化
用
と
を
區
別
す
る
と
し
か
記

さ
れ
て
い
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
圣
冏
は
、
諸
敎
は
實
體
と
化
用
と
を

別
々
に
扱
う
が
、
淨
土
宗
で
は
同
時
に
扱
っ
て
い
る
と
し
か
言
乁
し
て

い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
圣
冏
・
圣
聰
兩
師
が
共
に
禪
宗
の
批
判
に
對

應
し
、
圣
聰
に
至
っ
て
一
つ
の
歸
結
（「
佛
法
至
極
」）
を
迎
え
た
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

尤
も
、
こ
の
よ
う
な
理
・
事
を
倂
存
さ
せ
る
と
い
う
發
想
は
、
と
り

わ
け
淨
土
宗
に
特
有
な
思
想
で
は
な
い
。
し
か
し
、
理
的
側
面
を
重
視

し
て
こ
な
か
っ
た
當
時
の
淨
土
宗
義
に
お
い
て
は
、
新
し
い
發
想
だ
っ

た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

六
　

結

で
は
、
以
上
の
考
察
を
ま
と
め
た
い
。
本
稿
で
は
、
淨
土
宗
に
お
け

る
實
體
・
化
用
の
二
語
が
成
立
す
る
契
⺇
と
、
こ
れ
ら
二
語
を
用
い
る

意
義
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
。

先
ず
、
そ
の
契
⺇
に
つ
い
て
は
、
禪
宗
と
の
對
論
で
あ
る
こ
と
は
閒

違
い
な
い
。
淨
土
宗
に
お
い
て
從
來
考
え
ら
れ
て
き
た
よ
う
な
、
西
方

淨
土
・
娑
婆
世
界
、
阿
彌
陀
佛
・
衆
生
を
區
分
す
る
思
想
に
加
え
、
不

二
・
一
如
と
い
う
槪
念
を
寀
用
す
る
こ
と
は
、
諸
宗
の
動
向
に
迎
合
す

る
姿
勢
が
窺
え
る
。
そ
の
た
め
か
、
圣
冏
の
著
作
で
は
、
實
體
を
見
性

成
佛
等
の
他
宗
義
の
語
句
と
同
一
視
す
る
な
ど
の
姿
勢
が
見
ら
れ
た
。



東
洋
の
思
想
と
宗
敎
　

第
三
十
六
號

（ 94 ）

し
か
し
、「
極
樂
不
レ
遠
、
構
二
十
萬
億
刹
之
西
一
彌
陀
在
二
己
心
一
現
二

一
座
華
臺
之
形（

（（
（

一。」
の
記
述
が
示
す
よ
う
に
、
圣
冏
・
圣
聰
は
、
不
二
・

一
如
一
邊
倒
に
傾
倒
す
る
の
で
は
な
く
、
西
方
淨
土
・
娑
婆
世
界
、
阿

彌
陀
佛
・
衆
生
を
差
別
す
る
と
い
う
部
分
も
殘
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
兩
師
の
思
想
的
特
徵
と
し
て
、
理
的
側
面
と
事
的
側
面
の
雙
方
を

竝
べ
用
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
擧
げ
ら
れ
る
。

圣
聰
は
、
こ
の
よ
う
な
理
的
側
面
と
事
的
側
面
を
竝
用
す
る
立
場
を

佛
法
至
極
と
言
い
、
諸
宗
を
超
越
す
る
法
門
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
、
單
に
淨
土
宗
義
と
諸
宗
義
の
と
の
懷
柔
策
と
も
い

え
る
も
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
圣
冏
・
圣
聰
は
諸
宗
義
と
淨
土
宗
義

と
を
會
通
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
會
通
す
る
過
程
の
中
で
、
實

體
・
化
用
と
い
う
語
が
使
用
さ
れ
始
め
た
の
で
あ
る
。

『
三
六
通
裏
書
』
な
ど
の
よ
う
に
、
圣
冏
が
圣
聰
に
傳
え
た
著
作
の

中
で
、「
用
全
乍
レ
用
、眞
實
不
レ
異
レ
體
。
體
全
乍
レ
體
、眞
實
不
レ
失
レ
用
。

體
・
用
同
時
、
性
・
相
不
レ
離
故
、
體
・
用
共
眞
實
也
」
と
言
乁
さ
れ

て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
體
・
用
雙
方
を
同
時
的
に
竝
び
用
い
る
と
い
う

關
係
性
は
、確
か
に
獨
創
性
の
あ
る
も
の
の
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
、

基
本
的
に
は
曇
鸞
の
『
徃
生
論
註
』
に
あ
る
二
法
身
の
解
釋
を
基
に
し
、

良
忠
や
了
慧
に
感
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
、
先

行
硏
究
で
は
、
こ
れ
ら
の
語
を
、
圣
冏
ら
に
よ
り
考
案
さ
れ
た
新
出
の

思
想
で
あ
る
か
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
背
景
に
あ

る
思
想
を
考
慮
す
れ
ば
、
殆
ど
が
圣
冏
・
圣
聰
以
前
に
活
躍
し
た
淨
土

宗
諸
師
の
思
想
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
實
體
・
化
用
の
語
は
、
圣
冏
・

圣
聰
が
、
そ
れ
ま
で
の
諸
師
の
思
想
を
練
り
上
げ
て
形
成
し
た
語
で
あ

り
、
時
代
的
風
潮
に
迎
合
す
る
過
程
で
形
成
さ
れ
た
語
で
あ
っ
た
と
結

論
付
け
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
１
）
　

酉
譽
圣
聰
は
一
三
六
六
～
一
四
四
〇
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
生
年
を

一
三
六
六
（
貞
治
五
）
年
と
す
る
の
は
、『
三
緣
山
志
』
の
說
を
寀
用

し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、寶
田
正
衟
氏
は
、生
年
を
一
三
六
五
（
貞

治
四
）
年
と
し
、
玉
山
成
元
氏
も
こ
の
說
に
贊
同
し
て
い
る
。
し
か
し
、

現
行
の
硏
究
で
は
、
依
然
一
三
六
六
年
說
が
多
く
、
本
稿
で
も
一
三
六

六
年
說
を
寀
用
す
る
。
寶
田
正
衟
『
日
本
佛
敎
文
化
史
攷
』、
玉
山
成

元
「
酉
譽
圣
聰
に
つ
い
て
」（『
佛
敎
文
化
硏
究
』
三
五
號
）
等
、
參
照
。

（
２
）
　

淨
全
一
三
・
五
一
〇
頁
下
。

（
３
）
　

淨
全
一
三
・
二
九
九
頁
下
。

（
４
）
　

今
岡
逹
音
氏
は
、
本
書
の
選
者
を
圣
聰
の
僞
撰
と
考
え
て
い
る
。
し

か
し
、
戶
松
啓
眞
氏
の
よ
う
に
、
今
岡
氏
の
提
示
す
る
論
據
で
は
、
圣

聰
の
僞
撰
を
斷
定
し
得
な
い
と
し
、
圣
聰
の
眞
撰
と
し
て
扱
っ
て
い
る

硏
究
も
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
書
の
選
者
を
一
槪
に
決
定
す
る
こ
と
は
で
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き
な
い
が
、
本
稿
で
は
、
圣
聰
の
思
想
理
解
を
扶
け
る
傍
證
と
し
て
用

い
る
こ
と
に
す
る
。
今
岡
逹
音
「
大
原
談
義
聞
書
抄
見
聞
」
解
題
（
淨

全
二
一
・
五
八
八
頁
下
～
五
八
九
頁
上
）、
戶
松
啓
眞
「『
大
原
談
義
聞

書
抄
見
聞
』
に
つ
い
て
」（『
圣
聰
上
人
典
籍
硏
究
』）
等
、
參
照
。

（
５
）
　

淨
全
一
四
・
七
八
五
頁
下
。

（
６
）
　

五
智
と
は
、
佛
智
・
不
可
思
議
智
・
不
可
稱
智
・
大
乘
廣
智
・
最
上

勝
智
を
指
す
。『
無
量
壽
經
』
卷
下
（
淨
全
一
・
三
三
頁
）、
參
照
。

（
７
）
　

淨
全
一
四
・
七
六
二
頁
上
。

（
８
）
　

今
岡
逹
音
「
大
原
談
義
に
就
い
て
」（『
淨
土
學
』
五
・
六
輯
）、
大

橋
俊
雄
「
大
原
談
義
聞
書
に
つ
い
て
」（『
徃
生
』
七
）、
小
西
存
祐
「
大

原
談
義
聞
書
鈔
に
つ
い
て
」（『
專
修
學
報
』
五
）、
戶
松
啓
眞
「
三
部

經
の
註
釋
お
よ
び
大
原
談
義
に
關
す
る
著
作
」（
淨
全
一
四
『
解
題
』）、

服
部
淳
一
「『
大
原
談
義
聞
書
鈔
』
考―

圣
冏
敎
學
と
の
對
比―

」（
丸
山

古
稀

　
　
　愽
正
敎
授

記
念
論
集

『
淨
土
敎
の
思
想
と
歷
史
』）
等
、
參
照
。

（
９
）
　

「
上
之
七
」
の
「
七
」
と
は
、
三
論
・
唯
識
・
律
・
華
嚴
・
天
台
・
眞
言
・

禪
の
七
宗
を
指
す
。

（
10
）
　

『
國
史
大
系
』
三
一
・
四
一
一
頁
。

（
11
）
　

『
禪
學
大
系
』
九
三
頁
。

（
12
）
　

淨
圓
、
智
演
と
も
い
う
。
淨
土
宗
義
の
優
れ
た
點
を
主
張
し
、
特
に

禪
宗
か
ら
の
非
難
に
對
し
て
反
駁
し
た
學
僧
。
虎
關
師
鍊
の
『
宗
門
十

勝
論
』
に
對
し
『
淨
土
十
勝
論
』
を
も
っ
て
反
駁
し
、夢
窓
疎
石
の
『
夢

中
問
答
集
』
に
對
し
て
は
『
夢
中
松
風
論
』
を
も
っ
て
反
駁
し
た
。
特

に
、
夢
窓
疎
石
と
の
論
爭
は
激
し
さ
を
增
し
、『
夢
中
松
風
論
』
に
對

抗
し
た
夢
窓
疎
石
の
『
谷
響
集
』
に
對
し
て
も
、
さ
ら
に
『
獅
子
伏
𧰼

論
』
を
も
っ
て
反
駁
し
て
い
る
。

（
13
）
　

淨
全
一
二
・
八
三
〇
頁
上
～
八
三
二
頁
上
。

（
14
）
　

靑
木
隆
「
中
國
佛
敎
に
お
け
る
體
用
論
の
一
展
開
」（
多古
田稀
孝記
正念
愽論
士集
『
佛

敎
と
文
化
』）、
參
照
。

（
15
）
　

淨
全
一
二
・
一
二
頁
上
。

（
16
）
　

淨
全
一
二
・
一
一
九
頁
下
～
一
二
〇
頁
上
。

（
17
）
　

淨
全
二
・
一
頁
下
。

（
18
）
　

淨
全
一
四
・
七
六
二
頁
上
。

（
19
）
　

岸
覺
勈
氏
は
、
圣
冏
が
西
方
淨
土
の
外
に
己
心
淨
土
を
用
い
た
こ
と

に
つ
い
て
、
見
性
成
佛
に
固
執
す
る
禪
宗
を
說
得
す
る
べ
く
、
理
的
解

釋
を
淨
土
宗
義
に
受
容
し
た
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
要
す
る
に
、

氏
は
、
禪
宗
側
を
說
き
伏
せ
る
た
め
に
、
批
判
者
側
の
思
想
を
取
り
込

ん
だ
と
考
え
て
い
る
。
確
か
に
、
本
論
中
に
引
用
し
た
『
釋
淨
土
二
藏

義
』
卷
一
〇
の
記
述
を
は
じ
め
、
圣
冏
は
所
々
で
禪
宗
の
用
語
を
關
連

さ
せ
な
が
ら
、
自
身
の
思
想
を
展
開
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿

で
は
、氏
の
こ
の
よ
う
な
見
解
は
頷
け
る
と
考
え
て
い
る
。
岸
覺
勈
『
淨

土
宗
義
の
硏
究
』
第
一
輯
（
二
一
八
頁
～
二
二
〇
頁
）、
參
照
。

（
20
）
　

淨
全
六
・
一
三
頁
下
～
一
四
頁
上
。

（
21
）
　

淨
全
三
・
三
九
七
頁
下
。

（
22
）
　

淨
全
一
四
・
七
六
二
頁
上
。

（
23
）
　

淨
全
一
四
・
七
七
九
頁
上
。

（
24
）
　

淨
全
一
二
・
七
五
六
頁
下
～
七
五
七
頁
上
。
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（
25
）
　

淨
全
六
・
一
三
頁
下
～
一
四
頁
下
。

（
26
）
　

淨
全
一
二
・
七
八
五
頁
上
。

（
27
）
　

淨
全
一
・
三
八
七
頁
上
。

（
28
）
　

淨
全
一
・
二
七
七
頁
下
。

（
29
）
　

前
揭
出 
註（
６
）、
參
照
。

（
30
）
　

淨
全
一
二
・
七
八
五
頁
上
。

（
31
）
　

淨
全
一
・
二
五
〇
頁
上
下
。

（
32
）
　

淨
全
一
・
六
七
九
頁
上
。

（
33
）
　

淨
全
一
・
三
三
四
頁
上
。

（
34
）
　

淨
全
一
・
五
八
〇
頁
下
～
五
八
一
頁
上
。

（
35
）
　

淨
全
一
四
・
七
八
〇
頁
上
下
。

（
36
）
　

淨
全
一
二
・
七
八
五
頁
上
。

（
37
）
　

淨
全
一
四
・
七
六
二
頁
上
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
淨
土
宗
鎭
西
派
、
淨
穢
不
二
、
凡
圣
一
如
、
酉
譽
圣
聰
、

『
夢
中
問
答
集
』




